
石造藤戸寺五重塔婆

指定区分 県指定重要文化財（建造物）

読みかた せきぞうふじとじごじゅうとうば

所在地 倉敷市藤戸町藤戸

指定年月日 昭和33年4月10日

解説

総高3.55ｍの花崗岩製の五重の石塔で、
寛元元年(1243)の刻銘がある。藤戸寺は
源平合戦で先陣の功をたてた源氏の武将
佐々木盛綱ゆかりの寺で、この石塔が藤
戸合戦から60年後の造立であることから、
藤戸合戦の戦死者の追善供養塔かも知
れない。最下段の軸部には仏の像を薄肉
彫している。鎌倉時代前半期の銘の石造
層塔として全国的にも数少ない事例であ
り、貴重である。

アクセス方法 下電バス「藤戸寺下」バス停から徒歩3分

公開状況 外観のみ

設備

備考


